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教
育
無
償
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
人
づ
く
り
革
命
に
係
る
二
兆
円
規
模
の
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
教
育
無
償
化
を
明
言
し
て
い
る
。

既
に
政
府
は
、
国
民
の
権
利
と
し
て
の
教
育
無
償
化
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日
、
国
際
人
権
Ａ
規
約
「
経
済

的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
Ａ
規
約
）
」
第
十
三
条
二
項
（
ｂ
）
（
ｃ
）
（
中
等
・
高
等
教
育
の
無

償
教
育
の
漸
進
的
導
入
の
規
定
）
の
留
保
撤
回
を
国
連
事
務
総
長
に
通
告
し
、
す
べ
て
の
教
育
段
階
で
「
無
償
教
育
の
漸
進
的

導
入
」
を
進
め
る
こ
と
を
国
際
公
約
し
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
て
国
連
の
社
会
権
規
約
委
員
会
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
十
七
日
、
政
府
に
対
し
「
日
本
の
第
三
回
定
期
報
告

に
関
す
る
総
括
所
見
」
を
発
表
し
、
平
成
三
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
所
要
の
懸
念
・
勧
告
事
項
に
つ
い
て
定
期
報
告
の
提

出
を
要
請
し
て
い
る
。

ま
た
、
政
府
報
告
が
行
わ
れ
る
前
に
市
民
・
関
係
団
体
と
対
話
し
、
意
見
を
聴
取
し
、
考
慮
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る

が
、
回
答
期
限
が
迫
る
中
で
、
そ
の
情
報
も
関
係
省
庁
か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
国
際
ル
ー
ル
を
尊
重
し
た
教
育
無
償
化
を
進
め
る
姿
勢
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

国
連
の
社
会
権
規
約
委
員
会
が
五
年
前
に
平
成
三
十
年
五
月
三
十
一
日
と
い
う
回
答
期
限
を
定
め
た
日
本
政
府
の
定
期
報

一



告
書
に
つ
い
て
、
同
委
員
会
へ
の
提
出
時
期
を
回
答
さ
れ
た
い
。

二

政
府
が
批
准
し
た
す
べ
て
の
教
育
段
階
の
「
無
償
教
育
の
漸
進
的
導
入
」
を
、
「
迅
速
か
つ
効
果
的
」
に
目
標
達
成
す
る

計
画
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
に
作
成
す
る
の
か
回
答
さ
れ
た
い
。

三

政
府
報
告
提
出
前
に
行
わ
れ
る
べ
き
市
民
と
の
意
見
交
流
に
つ
い
て
、
開
催
時
期
を
回
答
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


